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設計・購買 コストダウン

詳しい情報はこちら
E3X-MZV低価格×1台に2台分のアンプ機能搭載

だから、使用台数が多くなればなるほど装置のコストダウンに貢献

スマートファイバアンプ
E3X-MZV
2チャンネルタイプ

“ある・なし”検出に特化した

E3X-MZV（2チャンネルタイプ）

注. E3X-MZVは、ある・なし検出に十分な機能・性能を有しており、現在ご使用の装置でそのままお使いいただけます。

＊1.  当社E3X-HD（1,000台）とE3X-ZV（1,000台）の標準価格差で試算。2023年2月現在、当社調べ。
＊2.  E3X-ZV （1,000台）とE3X-MZV（500台）の標準価格差で試算。 2023年2月現在、当社調べ。

年間1,000台使用 2チャンネルだから500台でOK

価格は営業員にご相談ください

2組の
ファイバ

ユニットが
使える

必要台数が1/2

高機能タイプ E3X-ZV（1チャンネルタイプ）

2組のファイバユニットが使える

… … …

年間1,000台使用

コストダウンを極める

装置製作コスト

部品コスト
（ファイバ
センサアンプ）

さらに

175万円
コストダウン

＊2

290万円
コストダウン

＊1



2チャンネルタイプで配線工数も削減
省配線コネクタタイプを使用すればさらに大幅削減可能

33％
削減

配線工数
＊1 60％

削減

配線工数
＊1

一般的なファイバアンプ
（10チャンネル接続の場合）

2チャンネルタイプ E3X-MZV
コード引き出しタイプ

2チャンネルタイプ E3X-MZV
省配線コネクタタイプ

合計30本 合計20本 合計12本
出力線：10本
電源線：
2本×10台＝20本

出力線：10本
電源線：
2本×5台＝10本

出力線：10本
電源線：
2本×1台＝2本

それぞれに電源線
と出力線が必要

それぞれに電源線
と出力線が必要

電源は親コネクタを
介してすべてのアンプ
へ供給される

＊1. 一般的なファイバアンプ（1チャンネル対応）との比較。

ファイバユニットは形状や、使用環境、検出性能強化タイプなど豊富なバリエー
ションをご用意しています。お客様の条件にあったファイバユニットの選定は、
オムロン制御機器ウェブサイト ファイバユニットセレクタをご利用ください。 ファイバユニット セレクタ
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